
■日時 2021年 3月13日（土）13時〜15時

13：00 基調講演「我が国の避難所の実態と問題点」
室﨑益輝氏（日本災害復興学会会長／内閣府中央防災会議専門委員会委員）

13：40 調査研究報告と政策提案「大学キャンパスを避難生活拠点に」
14：00 グループ討論 参加者がグループに分かれて意見交換を行います。

①人間らしい避難生活とは ②多様な人々を受け入れるには ③避難所をどのように運営するか

14：45 総括 グループ討論の報告とまとめ

■会場 法政大学多摩キャンパス 17号館 現代福祉学部棟301教室（町田市相原町4342）

※教室内は新型コロナウイルス感染症対策を講じます。
※グループ討論の際はテーマごとに分科会会場を設けます。

オンライン参加も大歓迎（Zoomによる同時配信予定）
※接続先については事前にお申し込みいただいた方にお知らせします。

■対象 都民の方はどなたでも、災害ボランティア、行政担当者、大学関係者等

■参加 無料
■参加申込み 右記URL／QRコードよりお申し込みください

https://forms.gle/K4wRpwPDvpx8TyTSA

氏名、所属、参加形態（会場／オンライン）
グループ討論の希望テーマを入力ください

当日12時〜15時30分に会場に隣接するひだまり広場にてテントを設営します、ご自由にご覧いただけます。

CAMP in Campus
自然災害時の避難生活の代替案の提示

学校の体育館等に地域コミュニティを基盤として集団で収容する避難所のスタイルには4つの限界
があるのではないか。
健康維持の限界、地域コミュニティ基盤の限界、収容力の限界、行政主導の限界
これらの課題を克服するために選択肢を拡げることが必要なのではないか。

事業実施主体 法政大学・東洋大学・東京工業大学
企業協力（株）モンベル
令和２年度「東京都と大学との共同事業」の一環として開催します

YouTube  CAMP in Campus 実証実験（短編）https://youtu.be/uNE5SrncPh0

避難生活の代替案として、大学キャンパスでの野営の可能性と課題について
国内外での調査研究結果や実証実験の成果を踏まえて提示し、意見交換します。

※本件に関する問い合わせ先：法政大学 総長室付教学企画室 TEL：03-3264-9932 E-mail： kyogaku@hosei.ac.jp
※「東京都と大学との共同事業」に関する問い合わせ先：東京都政策企画局計画部大学連携担当TEL03-5388-2098
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